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震
災
関
係
の
要
望
も
決
定

３
委
員
会
は
所
管
事
項
の
要
望

と
あ
わ
せ
て
、
「
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興
に
関
す

る
要
望
」
も
審
議
し
、
原
案
の
と

お
り
決
定
し
た
�
本
紙
１
８
３
９

号
６
・
７
面
に
原
案
を
掲
載
。

東
日
本
大
震
災
に
関
す
る
要
望

は
、
本
会
の
地
行
、
地
財
、
社
文
、

産
経
の
各
委
員
会
で
協
議
さ
れ
た

ほ
か
、
８
月
３１
日
に
開
催
さ
れ
る

建
設
運
輸
委
員
会
で
も
要
望
案
と

し
て
諮
ら
れ
る
予
定
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
７
月
３
日
に
開
催
さ

れ
た
地
方
財
政
委
員
会
で
同
要
望

は
、
既
に
原
案
の
と
お
り
決
定
さ

れ
て
い
る
�
本
紙
１
８
３
７
・
３

８
号
１
面
に
地
財
の
委
員
会
の
模

様
を
掲
載
。

会
議
終
了
後
に
は
、
３
委
員
会

と
も
決
定
し
た
要
望
事
項
の
実
現

を
目
指
し
、
関
係
各
方
面
へ
要
請

活
動
を
展
開
し
た
。

【地行・社文・産経の３委員会が決定した要望】
○地方行政委員会

「地方行政関連施策についての要望」

「東日本大震災からの早期復旧・復興に関する要望」

○社会文教委員会

「社会文教施策についての要望」

「東日本大震災からの早期復旧・復興に関する要望」

○産業経済委員会

「産業経済施策についての要望」

「東日本大震災からの早期復旧・復興に関する要望」

「原子力発電所事故災害の対応に関する要望」 地方行政委員長
門田国光（串間市）

社会文教委員長
古川隆史（柏市）

産
業
経
済
委
員
会
（
委
員
長
�

仲
元
男
・
大
和
郡
山
市
議
会
議

長
）
が
７
月
１９
日
、
地
方
行
政
委

員
会
（
委
員
長
�
門
田
国
光
・
串

間
市
議
会
議
長
）
が
２６
日
、
社
会

文
教
委
員
会
（
委
員
長
�
古
川
隆

史
・
柏
市
議
会
議
長
）
が
２６
日
に

相
次
い
で
委
員
会
を
東
京
・
全
国

都
市
会
館
で
開
催
し
た
。

３
委
員
会
と
も
今
年
度
初
の
委

員
会
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
所
管
事

項
の
要
望
等
を
決
定
し
た
。

本
紙
で
は
２
面
に
地
方
行
政
と

社
会
文
教
、
３
面
に
産
業
経
済
委

員
会
の
概
要
を
掲
載
す
る
。

産業経済委員長
仲元男（大和郡山市）

九九
州州
地地
方方
中中
心心
にに
大大
雨雨
被被
害害

深深
刻刻
なな
被被
害害
がが
浮浮
きき
彫彫
りり
にに

本
紙
７
月
２５
日
付
第
１
８
３
９

号
で
内
閣
府
の
速
報
を
も
と
に
被

害
状
況
を
掲
載
し
た
が
、
時
間
を

経
る
ご
と
に
死
者
数
、
行
方
不
明

者
数
な
ど
、
よ
り
詳
細
な
被
害
状

況
が
明
ら
か
と
な
っ
た
�
表
参

照
。
大
雨
被
害
の
状
況
を
鑑
み
各

県
で
は
災
害
救
助
法
、
被
災
者
生

活
再
建
支
援
法
の
適
用
を
決
定
。

内
閣
府
が
７
月
２３
日
２２
時
００
分
現

在
に
公
表
し
た
「
平
成
２４
年
７
月

１１
日
か
ら
の
大
雨
に
よ
る
被
害
状

況
等
に
つ
い
て
（
第
１１
報
）
」
に

よ
る
と
、
被
災
市
町
村
の
う
ち
、

各
法
の
市
へ
の
適
用
日
は
以
下
の

と
お
り
【
災
害
救
助
法
】
大
分
県

日
田
市
、
中
津
市
、
福
岡
県
朝
倉
市
（
以

上
�
３
日
）
、
大
分
県
竹
田
市
、
熊
本

県
阿
蘇
市
、
熊
本
市
（
以
上
�
１２
日
）
、

福
岡
県
久
留
米
市
、
柳
川
市
、
八
女
市
、

筑
後
市
、
み
や
ま
市
、
う
き
は
市
（
以

上
�
１３
日
）
【
被
災
者
生
活
再
建

支
援
法
】
大
分
県
日
田
市
（
以
上
�

３
日
）
大
分
県
竹
田
市
、
熊
本
県
は
県

内
全
域
、
福
岡
県
柳
川
市
、
八
女
市
、

う
き
は
市
（
以
上
�
１２
日
）

８月５日現在の都市数
８１０団体

うち
指定都市 ２０市
中核市 ４１市
特例市 ４０市
一般市 ６８６市
特別区 ２３区

（昭和３６年１２月２０日第三種郵便物認可）

第１８４０号８月５日平成24年
（2012年）

３
委
員
会
が
開
催
地行

社文

産経

（１） 平成２４年８月５日 第１８４０号
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第第
１１
３３
２２
回回
地地
方方
行行
政政
委委
員員
会会

１
面
に
引
き
続
き
、
２
・
３
面

で
は
地
行
、
社
文
、
産
経
の
各
委

員
会
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

地
方
行
政
委
員
会
で
は
、
今
後

の
運
営
や
地
方
行
政
関
連
施
策
に

関
す
る
要
望
�
右
下
掲
、
東
日
本

大
震
災
か
ら
の
早
期
復
旧
・
復
興

に
関
す
る
要
望
等
を
決
定
し
た
。

会
議
終
了
後
に
は
、
要
望
事
項
の

実
現
を
求
め
、
正
副
委
員
長
は
政

府
・
与
党
関
係
者
へ
、
各
委
員
は

地
元
選
出
の
国
会
議
員
を
中
心
に

要
請
活
動
を
展
開
し
た
。

門
田
国
光
・
委
員
長
（
串
間

市
）
、
竹
内
卯
太
郎
・
副
委
員
長

（
中
野
市
）
、
上
田
正
雄
・
副
委

員
長
（
長
岡
京
市
）
は
院
内
で
、

小
林
正
夫
・
民
主
党
企
業
団
体
対

策
委
員
長
、
�
坂
誠
二
・
民
主
党

総
括
副
幹
事
長
ら
に
面
談
し
要

請
。
�
坂
副
幹
事
長
は
本
委
員
会

が
強
く
要
望
し
て
い
る
地
方
自
治

法
改
正
案
の
早
期
成
立
に
つ
い
て

触
れ
、
「
改
正
案
は
議
会
機
能
の

権
能
強
化
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ

り
、
早
期
成
立
を
図
り
た
い
」
と

述
べ
た
。

な
お
、
当
日
は
、
内
閣
府
男
女

共
同
参
画
局
の
小
林
洋
子
・
推
進

課
長
と
総
務
省
自
治
行
政
局
の
山

�
重
孝
・
行
政
課
長
が
、
そ
れ
ぞ

れ
「
政
策
・
方
針
決
定
過
程
へ
の

女
性
の
参
画
拡
大
に
向
け
た
取
組

の
推
進
」
「
地
方
行
政
を
め
ぐ
る

最
近
の
動
向
」
と
題
し
説
明
し
た
。

左
か
ら
順
に
小
野
・
副
委
員
長
、

古
川
・
委
員
長
、
平
子
・
地
域
医

療
対
策
室
長
、
林
・
副
委
員
長

第第
１１
４４
４４
回回
社社
会会
文文
教教
委委
員員
会会

社
会
文
教
委
員
会
で
は
、
所
管

事
項
の
要
望
�
下
掲
�
を
決
定
す

る
と
と
も
に
東
日
本
大
震
災
関
係

の
要
望
を
決
定
。
こ
の
ほ
か
実
行

運
動
の
方
法
等
を
決
定
し
た
。

会
議
終
了
後
、
古
川
隆
史
・
委

員
長
（
柏
市
）
、
小
野
敏
雄
・
副

委
員
長
（
留
萌
市
）
、
林
干
城
・

副
委
員
長
（
松
江
市
）
は
、
委
員

会
で
決
定
し
た
要
望
の
実
現
を
求

め
、
関
係
各
方
面
へ
要
請
活
動
を

展
開
。
当
日
は
、
小
林
正
夫
・
民

主
党
企
業
団
体
対
策
委
員
長
、
藤

田
一
枝
・
厚
生
労
働
省
大
臣
政
務

官
に
面
談
し
要
望
し
た
。
同
委
員

会
の
各
委
員
も
地
元
選
出
の
国
会

議
員
を
中
心
に
要
望
事
項
の
実
現

を
求
め
た
。

な
お
、
当
日
は
、
厚
生
労
働
省

医
政
局
指
導
課
の
平
子
哲
夫
・
医

師
確
保
等
地
域
医
療
対
策
室
長
が

「
地
域
医
療
政
策
の
現
状
と
課

題
」
と
題
し
説
明
し
た
。

地地
方方
行行
政政
関関
連連
施施
策策

のの
要要
望望
（（
抜抜
粋粋
））

�
地
方
分
権
改
革
の
推
進
�
義
務

付
け
・
枠
付
け
の
見
直
し
及
び
都

道
府
県
か
ら
市
へ
の
権
限
移
譲
、

国
の
出
先
機
関
改
革
な
ど
�
地
方

議
会
の
権
能
強
化
等
�
地
方
自
治

法
改
正
案
の
早
期
成
立
、
更
な
る

地
方
議
会
の
権
能
強
化
な
ど
�
消

防
防
災
体
制
の
充
実
強
化
�
消
防

防
災
施
設
・
設
備
整
備
に
対
す
る

財
政
措
置
の
充
実
強
化
な
ど
�
過

疎
地
域
の
自
立
促
進
�
過
疎
地
域

に
対
す
る
財
政
措
置
の
充
実
な
ど

�
合
併
市
町
村
に
対
す
る
支
援
の

充
実
�
合
併
市
町
村
に
対
す
る
財

政
措
置
の
充
実
等
な
ど
�
基
地
対

策
関
係
予
算
の
確
保
等
�
基
地
交

付
金
・
調
整
交
付
金
の
増
額
確
保

等
、
基
地
周
辺
対
策
経
費
の
所
要

額
確
保
な
ど
�
治
安
対
策
の
強
化

等
�
治
安
対
策
の
強
化
な
ど
	
北

方
領
土
返
還
�
早
期
返
還
の
実
現

な
ど


人
権
救
済
制
度
の
確
立

社社
会会
文文
教教
施施
策策
のの
要要
望望（（
抜抜
粋粋
））

�
地
域
医
療
施
策
�
医
師
不
足
・

偏
在
対
策
、
救
急
医
療
の
確
保
・

充
実
、
公
立
病
院
へ
の
財
政
措
置

�
保
健
衛
生
施
策
等
�
新
型
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
策
、
ワ
ク
チ
ン
接

種
、
が
ん
検
診
の
推
進
な
ど
�
医

療
保
険
制
度
�
医
療
制
度
改
革
、

国
民
健
康
保
険
制
度
、
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
�
介
護
保
険
制
度
�

介
護
サ
ー
ビ
ス
基
盤
整
備
、
人
材

の
確
保
な
ど
�
少
子
化
対
策
等
�

子
ど
も
・
子
育
て
施
策
、
子
育
て

世
代
へ
の
支
援
な
ど
�
雇
用
対
策

�
地
域
雇
用
対
策
、
若
年
者
雇
用

対
策
な
ど
�
社
会
福
祉
施
策
�
障

が
い
者
施
策
、
生
活
保
護
費
負
担

金
、
年
金
制
度
の
運
用
	
環
境
保

全
施
策
�
地
球
温
暖
化
対
策
、
廃

棄
物
処
理
対
策
な
ど


文
教
施
策

�
教
育
予
算
、
少
人
数
教
育
の
実

現
、
特
別
支
援
教
育
な
ど

１９日・産経 ２６日・社文 ２６日・地行

３委員会が要望決定
会議終了後に要請活動

小林・民主党企業団体対策委員長（中央）、
�坂・同党総括副幹事長（右）に対し要望

左から順に、上田・副委員長、門田・委員長、小林
・推進課長、恩田・同課調整官、竹内・副委員長

【写真上】小林・民主党企業団体対策委員長
に対し要望活動を展開【写真下】藤田・厚生
労働省大臣政務官に対し要望活動を展開

第１８４０号 平成２４年８月５日 （２）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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第第
１１
４４
４４
回回
産産
業業
経経
済済
委委
員員
会会

原子力発電所事故災害の対応に関する要望

東北地方沿岸部各地に未曾有の被害をもたら
した東日本大震災より早くも１年以上が経過し
た。
この間、各市町村は、住民が一日でも早く元
の暮らしを取り戻すことができるよう必死にな
って復旧・復興に取り組んできたが、特に原子
力発電所事故災害により被った傷は思った以上
に深く、解決に向けて困難な課題が山積してい
る。
これまでも再三にわたり住民の声を踏まえた
要望を実施してきた。しかし、日を追うごとに
新たな問題が表面化するなど、各自治体はその
対応に大変苦慮している。
よって、国においては、原子力発電所事故災
害からの一日も早い復旧・復興が実現されるよ
う、下記の事項について特段の措置を講じるよ
う強く要望する。

記

１．被災者及び各種産業等に対し適切な支援を
図ること。

２．各自治体に対し支援措置を講じ、原発事故
により著しく傷ついた各自治体のイメージの
早期回復を図ること。

３．放射性物質の除染対策の充実・強化を図
り、財政措置を講じること。

４．放射線による健康被害対策の充実・強化を
図り、財政措置を講じること。

５．被災施設の早期復旧及び代替施設等の整備
を図り、手厚い支援策を講じること。

６．原子力災害対応に要した費用を補償するこ
と。

７．放射性物質や風評被害による農畜産等生産
農家や販売業者、並びに水産業・観光業等産
業全体に対する損害賠償を、国の責任により
早急かつ確実に実施すること。

８．現在実施している海域及び水環境の放射性
物質モニタリングについて、対象海域及び水
域を拡大し、定期的かつ継続的な実施を図る
こと。

産
業
経
済
委
員
会
は
、
農
林
水

産
業
や
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
、

所
管
事
項
に
関
す
る
要
望
を
決
定

�
右
下
掲
�
す
る
と
と
も
に
、
東

日
本
大
震
災
関
係
の
要
望
も
原
案

の
と
お
り
決
定
し
た
。
産
経
委
で

は
、
あ
わ
せ
て
「
原
子
力
発
電
所

事
故
災
害
の
対
応
に
関
す
る
要

望
」
�
左
掲
�
を
決
定
し
た
。

会
議
終
了
後
、
委
員
会
で
決
定

し
た
要
望
の
実
現
を
図
る
た
め
、

仲
元
男
・
委
員
長
（
大
和
郡
山

市
）
、
黒
井
徹
・
副
委
員
長
（
名

寄
市
）
、
天
木
幸
男
・
副
委
員
長

（
飛
�
市
）
は
関
係
各
方
面
へ
要

請
活
動
を
展
開
し
た
。
当
日
は
岩

本
司
・
農
林
水
産
副
大
臣
、
小
林

正
夫
・
民
主
党
企
業
団
体
対
策
委

員
長
、
轟
木
利
治
・
民
主
党
企
業

団
体
対
策
委
員
長
代
理
と
相
次
い

で
面
談
し
要
請
。
本
委
員
会
の
各

委
員
も
会
議
終
了
後
に
は
地
元
選

出
の
国
会
議
員
へ
要
請
活
動
を
実

施
し
た
。

な
お
、
当
日
は
農
林
水
産
省
の

大
澤
誠
・
大
臣
官
房
政
策
課
長
と

中
小
企
業
庁
の
鍜
治
克
彦
・
長
官

官
房
参
事
官
が
「
最
近
の
農
政
に

つ
い
て
」
「
平
成
２４
年
度
中
小
企

業
予
算
の
概
要
に
つ
い
て
」
と
題

し
説
明
し
た
。

産産
経経
経経
済済
施施
策策
のの
要要
望望（（
抜抜
粋粋
））

�
農
業
振
興
対
策
�
農
業
者
戸
別

所
得
補
償
制
度
、
農
業
の
持
続
的

な
発
展
に
関
す
る
施
策
、
食
料
自

給
率
向
上
及
び
国
産
農
産
物
の
消

費
拡
大
な
ど
�
林
業
振
興
対
策
�

林
業
発
展
の
た
め
の
施
策
な
ど
�

水
産
業
振
興
対
策
�
新
規
漁
船
建

造
の
際
の
支
援
制
度
の
拡
充
な
ど

�
農
林
水
産
共
通
対
策
�
Ｔ
Ｐ
Ｐ

等
貿
易
交
渉
、
野
生
生
物
に
よ
る

農
林
水
産
物
被
害
の
防
止
な
ど
�

食
の
安
全
及
び
消
費
者
の
信
頼
確

保
対
策
�
放
射
性
物
質
検
査
体
制

の
整
備
、
食
の
安
全
性
確
保
へ
の

取
組
な
ど
�
中
小
企
業
振
興
対
策

等
�
中
小
企
業
へ
の
支
援
、
地
域

資
源
の
活
用
促
進
な
ど
�
資
源
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
�
原
子
力
発
電

所
の
安
全
・
防
災
対
策
、
原
子
力

安
全
管
理
体
制
の
強
化
な
ど

【写真上】岩本・農林水産省副大臣に要望【写真下】小
林・民主党企業団体対策委員長（右から２人目）、轟
木・同党企業団体対策委員長代理（中央）に対し要望

左から順に黒井・副委員長、仲・委員長、大澤
・農水省大臣官房政策課長、天木・副委員長

（３） 平成２４年８月５日 第１８４０号（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報
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議議
会会
所所
在在
地地
変変
更更

▼
議
長

▽
杉
並

井
口
か
づ
子
（
５
・
３０
）

▽
足
立

渡
辺
ひ
で
あ
き
（
５
・
３０
）

▽
大
阪

辻

淳
子
（
５
・
３０
）

▽
鹿
嶋

根
崎

彰
（
５
・
３１
）

▽
京
丹
後

岡
田

修
（
５
・
３１
）

▽
栗
東

下
田
善
一
郎
（
５
・
３１
）

▽
栃
木

高
岩
義
祐
（
６
・
１
）

▽
佐
野

林

敬
忠
（
６
・
１
）

▽
越
谷

佐
々
木
浩
（
６
・
１
）

▽
ふ
じ
み
野五

十
嵐
正
明
（
６
・
１
）

▽
船
橋

佐
藤
新
三
郎
（
６
・
１
）

▽
島
田

溝
下
一
夫
（
６
・
１
）

▽
尾
鷲

三
鬼
孝
之
（
６
・
１
）

▽
宇
城

西
村

智
（
６
・
１
）

▽
深
谷

小
森
秀
夫
（
６
・
４
）

▽
北
本

福
島
忠
夫
（
６
・
４
）

▽
鴨
川

野
村
静
雄
（
６
・
４
）

▽
姫
路

蔭
山
敏
明
（
６
・
４
）

▽
備
前

尾
川
直
行
（
６
・
４
）

▽
吉
野
川

工
藤
俊
夫
（
６
・
４
）

▽
天
草

池
田
裕
之
（
６
・
４
）

▽
鴻
巣

矢
部
一
夫
（
６
・
５
）

▽
旭

林

俊
介
（
６
・
５
）

▽
吹
田

竹
内
忍
一
（
６
・
５
）

▽
能
代

後
藤

健
（
６
・
６
）

▽
熊
谷

新
井
正
夫
（
６
・
６
）

▽
下
野

�
山
利
夫
（
６
・
６
）

▽
石
巻

阿
部
和
芳
（
６
・
７
）

▽
さ
く
ら

小
堀
道
正
（
６
・
７
）

▽
さ
い
た
ま

加
藤
得
二
（
６
・
７
）

▽
銚
子

秋
元
賢
二
（
６
・
７
）

▽
都
留

水
岸
富
美
男
（
６
・
８
）

▽
南
ア
ル
プ
ス内

池
虎
雄
（
６
・
８
）

▽
市
川

加
藤
武
央
（
６
・
８
）

▽
芦
屋

長
野
良
三
（
６
・
８
）

▽
江
津

河
野
正
行
（
６
・
８
）

▽
伊
予

平
岡
一
夫
（
６
・
８
）

▽
三
条

熊
倉

均
（
６
・
１１
）

▽
神
戸

藤
原
武
光
（
６
・
１１
）

▽
福
井

見
谷
喜
代
三
（
６
・
１２
）

▽
臼
杵

吉
岡

勲
（
６
・
１２
）

▽
海
南

山
部

弘
（
６
・
１３
）

▽
小
松
島

石
原
正
裕
（
６
・
１３
）

▽
高
知

中
澤
は
ま
子
（
６
・
１４
）

▽
所
沢

浜
野
好
明
（
６
・
１５
）

▽
西
宮

中
川
經
夫
（
６
・
１５
）

▽
甲
府

佐
藤
茂
樹
（
６
・
１８
）

▽
土
浦

矢
口
迪
夫
（
６
・
１９
）

▽
丸
亀

高
木
康
光
（
６
・
１９
）

▽
河
内
長
野

岸
本
秀
俊
（
６
・
２０
）

▽
茂
原

伊
藤

享
（
６
・
２１
）

▽
徳
島

宮
内
春
雄
（
６
・
２１
）

▽
練
馬

藤
井
た
か
し
（
６
・
２２
）

▽
川
越

小
野
澤
康
弘
（
６
・
２２
）

▽
川
口

板
橋
智
之
（
６
・
２２
）

▽
市
原

菊
地
洋
己
（
６
・
２２
）

▽
宮
津

小
田
彰
彦
（
６
・
２２
）

▽
雲
南

深
田
徳
夫
（
６
・
２２
）

▽
長
崎

板
坂
博
之
（
６
・
２２
）

▽
奈
良

土
田
敏
朗
（
６
・
２７
）

▽
富
士
吉
田

渡
辺
孝
夫
（
６
・
２８
）

▽
行
田

新
井
孝
義
（
６
・
２８
）

▽
五
島

椿
山
恵
三
（
６
・
２８
）

▽
中
津

武
下
英
二
（
６
・
２８
）

▽
米
子

松
井
義
夫
（
６
・
２９
）

▽
羽
生

中
島
資
二
（
７
・
４
）

▽
尼
崎

安
田
雄
策
（
７
・
９
）

▼
副
議
長

▽
小
田
原

武
松

忠
（
５
・
２９
）

▽
杉
並

島
田
敏
光
（
５
・
３０
）

▽
足
立

う
す
い
浩
一
（
５
・
３０
）

▽
大
阪

小
玉
隆
子
（
５
・
３０
）

▽
鹿
嶋

内
山

一
（
５
・
３１
）

▽
京
丹
後

川
村
博
茂
（
５
・
３１
）

▽
栗
東

藤
田
啓
仁
（
５
・
３１
）

▽
栃
木

大
阿
久
岩
人
（
６
・
１
）

▽
佐
野

青
木
栄
吉
（
６
・
１
）

▽
越
谷

武
藤

智
（
６
・
１
）

▽
ふ
じ
み
野伊

藤
美
枝
子
（
６
・
１
）

▽
鴨
川

佐
藤
文
秋
（
６
・
４
）

▽
島
田

村
田
千
鶴
子
（
６
・
１
）

▽
尾
鷲

神
保
美
也
（
６
・
１
）

▽
宇
城

松
下
倫
三
（
６
・
１
）

▽
深
谷

加
藤
温
子
（
６
・
４
）

▽
姫
路

今
里
朱
美
（
６
・
４
）

▽
備
前

川
淵
正
行
（
６
・
４
）

▽
吉
野
川

�
原
五
男
（
６
・
４
）

▽
天
草

平
山
泰
司
（
６
・
４
）

▽
鴻
巣

坂
本

晃
（
６
・
５
）

▽
沼
津

頼
重
秀
一
（
６
・
５
）

▽
吹
田

坂
口
妙
子
（
６
・
５
）

▽
下
野

秋
山
幸
男
（
６
・
６
）

▽
熊
谷

杉
田
茂
実
（
６
・
６
）

▽
石
巻

阿
部
欽
一
郎
（
６
・
７
）

▽
さ
く
ら

石
岡
祐
二
（
６
・
７
）

▽
さ
い
た
ま

上
三
信
彰
（
６
・
７
）

▽
銚
子

工
藤
忠
男
（
６
・
７
）

▽
木
更
津

平
野
卓
義
（
６
・
７
）

▽
都
留

鈴
木
孝
昌
（
６
・
８
）

▽
南
ア
ル
プ
ス野

田
修
作
（
６
・
８
）

▽
芦
屋

平
野
貞
雄
（
６
・
８
）

▽
江
津

藤
田

厚
（
６
・
８
）

▽
伊
予

佐
川
秋
夫
（
６
・
８
）

▽
三
条

横
山
一
雄
（
６
・
１１
）

▽
神
戸

吉
田
基
毅
（
６
・
１１
）

▽
福
井

野
嶋
祐
記
（
６
・
１２
）

▽
和
歌
山

野
嶋
広
子
（
６
・
１２
）

▽
尾
道

内
海
龍
吉
（
６
・
１２
）

▽
臼
杵

藤
原
一
弘
（
６
・
１２
）

▽
海
南

中
西

徹
（
６
・
１３
）

▽
田
辺

出
水
豊
数
（
６
・
１３
）

▽
小
松
島

北
野
恒
男
（
６
・
１３
）

▽
高
知

深
瀬
裕
彦
（
６
・
１４
）

▽
所
沢

桑
畠
健
也
（
６
・
１５
）

▽
西
宮

八
木
米
太
朗
（
６
・
１５
）

▽
加
賀

宮
�

護
（
６
・
１８
）

▽
甲
府

輿
石

修
（
６
・
１８
）

▽
結
城

中
田
松
雄
（
６
・
１９
）

▽
丸
亀

浜
西
和
夫
（
６
・
１９
）

▽
河
内
長
野

大
原
一
郎
（
６
・
２０
）

▽
足
利

平
塚

茂
（
６
・
２１
）

▽
茂
原

森
川
雅
之
（
６
・
２１
）

▽
徳
島

森
井
嘉
一
（
６
・
２１
）

▽
さ
ぬ
き

多
田
泰
宏
（
６
・
２１
）

▽
練
馬

う
す
い
民
男
（
６
・
２２
）

▽
川
越

関
口

勇
（
６
・
２２
）

▽
市
原

勝
地

豊
（
６
・
２２
）

▽
熱
海

藤
曲
敬
宏
（
６
・
２２
）

▽
宮
津

松
浦
登
美
義
（
６
・
２２
）

▽
雲
南

吉
井

傳
（
６
・
２２
）

▽
呉

加
藤
忠
二
（
６
・
２２
）

▽
周
南

西
田
宏
三
（
６
・
２２
）

▽
長
崎

鶴
田
誠
二
（
６
・
２２
）

▽
館
山

榎
本
祐
三
（
６
・
２５
）

▽
東
広
島

高
橋
典
弘
（
６
・
２５
）

▽
三
島

松
田
吉
嗣
（
６
・
２６
）

▽
富
士
吉
田

横
山
勇
志
（
６
・
２８
）

▽
行
田

東
美
智
子
（
６
・
２８
）

▽
奈
良

山
口

誠
（
６
・
２８
）

▽
中
津

中
西
伸
之
（
６
・
２８
）

▽
宇
都
宮

阿
久
津
均
（
６
・
２９
）

▽
富
士

川
窪
�
男
（
６
・
２９
）

▽
米
子

藤
尾
信
之
（
６
・
２９
）

▽
松
山

森
岡

功
（
７
・
３
）

▽
羽
生

保
泉
和
正
（
７
・
４
）

▽
尼
崎

丸
岡
鉄
也
（
７
・
９
）

▼
事
務
局
長

▽
札
幌

本
間
章
弘
（
４
・
１
）

▽
北
斗

高
田
雄
一
（
４
・
１
）

▽
黒
部

米
陀
峰
信
（
４
・
１
）

▽
福
井

吉
村
匡
弘
（
４
・
１
）

▽
松
本

栗
原
信
行
（
４
・
１
）

▽
東
御

白
倉
仁
志
（
４
・
１
）

▽
杉
並

与
島
正
彦
（
４
・
１
）

▽
北

伊
達
良
和
（
４
・
１
）

▽
中
央
（
東
京
）

田
野
則
雄
（
４
・
１
）

▽
つ
く
ば

中
嶋
美
雄
（
４
・
１
）

▽
日
光

福
田
正
信
（
４
・
１
）

▽
大
田
原

中
野

隆
（
４
・
１
）

▽
那
須
塩
原

斎
藤
兼
次
（
４
・
１
）

▽
沼
津

杉
山
恵
一
（
４
・
１
）

▽
袋
井

松
井
信
雄
（
４
・
１
）

▽
豊
橋

渡
辺
一
充
（
４
・
１
）

▽
豊
田

杉
山
基
明
（
４
・
１
）

▽
み
よ
し

石
原
正
裕
（
４
・
１
）

▽
貝
塚

西

潔
（
４
・
１
）

▽
門
真

松
下

司
（
４
・
１
）

▽
舞
鶴

竹
原
和
男
（
４
・
１
）

▽
大
津

北
川
義
治
（
４
・
１
）

▽
東
近
江

荒
居

勇
（
４
・
１
）

▽
堺

笠
谷

実
（
４
・
１
）

▽
松
江

久
保
田
賢
司
（
４
・
１
）

▽
三
原

空
井
幸
一
（
４
・
１
）

▽
美
祢

石
田
淳
司
（
４
・
１
）

▽
吉
野
川

野
口
修
司
（
４
・
１
）

▽
小
牧
市
（
愛
知
県
）

〒
４
８
５
―
８
６
５
０

小
牧
市
堀
の
内
三
丁
目
一
番
地

小
牧
市
役
所
東
庁
舎
３
階

電
話
番
号
及
び
Ｆ
Ａ
Ｘ
番
号
と
も

に
変
更
な
し

議議
会会
人人
事事

第１８４０号 平成２４年８月５日 （４）（第三種郵便物認可）全 国 市 議 会 旬 報


	1面
	2面
	3面
	4面

